
○有田川町内の農家や農泊事業者等と飲食業及びまちづくり会社、経済・観光団体などと共に食・体験・宿泊を
組み合わせたプログラム開発することにより滞在型の観光事業を展開。

○ビジネスモデルの洗い出し、グリーンツールズム・観光産業等の農泊運営と食と体験プログラムに関係する資
料などの調査、資料収集｡

有田川グリーンツーリズム推進協議会
あ り だ が わ

【実施体制】和歌山県有田川町

【採 択 年 度】
令和元年度
【事業実施期間】
令和元～２年度

【取組内容】

【特徴的な取組】

○インバウンドﾞ受け入れのため、必要なガイドの外国語&
ホスピタリティ教育、QRコード等を整備実施。

○食・体験・宿泊の三要素を地域で共有・協働し、ブラッ
シュアップし、相乗効果を演出。

○地域資源の洗い出しを行い、地域独自の体験プログラム
の企画立案、集客のための市場調査・体験プログラムの
広報、関係・指導者育成。
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〔和歌山県有田川町〕

日本の棚田百選
「あらぎ島」

頂まで広がるみかん畑

有田川町において、農山漁村滞在型旅行である『農泊等』を農
山漁村の所得向上を実現する上での重要な柱として位置付け、
主要観光地に集中しているインバウンドを含めた旅行者を農山
漁村に呼び込み、宿泊者や農林水産物の消費拡大を図るため、
農泊等をビジネスとして実施するための現場実施体制の構築、
地域資源を魅力ある観光コンテンツとして磨き上げ、地域の自
立的発展と農山漁村の所得向上を図る。

• 通過型・周遊観光から滞在型観光への転換
• 永続性のあるビジネスとして実施する農泊への転換
• 食のコンテンツ開発と食のステージづくり
• 体験コンテンツの開発とブラッシュアップ
• 農泊等の取り組みを推進するためのオーベルジュ（レストラ
ン＋宿泊）整備や滞在施設の確保

食メニューの開発 イバウンド対応 体験メニューの開発

イバウンド対応 体験メニュー 食メニュー

インバウンド対応状況（青：対応）
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